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【手続補正書】
【提出日】平成24年7月25日(2012.7.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　周囲に複数の図柄が付されている複数の回転リールと、
　各回転リールの回転を開始させるためのスタートスイッチと、
　各回転リールの回転を停止させるためのものであって各回転リールにそれぞれ対応して
設けられているストップスイッチと、
　スタートスイッチの操作を契機に複数の役のいずれかに当選か又はハズレかの抽選を行
うための役抽選手段と、
　役抽選手段の抽選結果と各ストップスイッチが操作された際における対応する回転リー
ルの回転位置とに基づいて各回転リールの停止制御を行うための停止制御手段と、
　すべての回転リールの回転が停止した際における図柄の組み合わせに基づいて複数の役
のいずれかに入賞か又は入賞なしかの判定を行うための入賞判定手段と、
　ストップスイッチが操作された際における対応する回転リールの回転位置に係る情報で
ある操作位置情報を取得するための操作位置情報取得手段と、
　操作位置情報取得手段が取得した操作位置情報を記憶するための操作位置情報記憶手段
と、
　遊技の進行に係るいずれかの操作を契機にその次に行われる操作を一定時間無効にする
演出であるフリーズ演出に係る制御を行うためのものであって操作位置情報記憶手段に記
憶されている操作位置情報に基づいてフリーズ演出に係る制御を行うフリーズ演出制御手
段とを備えていることを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　フリーズ演出制御手段は、
　操作位置情報記憶手段に記憶される操作位置情報に対応して、フリーズ演出を実行しな
いか又はいずれの長さのフリーズ演出を実行するかをそれぞれ定めたフリーズ演出判定テ
ーブルと、
　操作位置情報取得手段により取得されて操作位置情報記憶手段に記憶されている操作位
置情報とフリーズ演出判定テーブルとを照合して、フリーズ演出を実行しないか又はいず
れの長さのフリーズ演出を実行するかを決定するためのフリーズ演出決定手段と、
　フリーズ演出決定手段がフリーズ演出を実行すると決定したときに、フリーズ演出決定
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手段が決定した長さの時間だけ、フリーズ演出を実行するためのフリーズ演出実行手段と
を備えていることを特徴とする請求項１記載の遊技機。
【請求項３】
　役抽選手段による抽選でひとたび当選すると、入賞するまで入賞可能な状態が持ち越さ
れる役である持ち越し役が設けられ、
　フリーズ演出決定手段は、フリーズ演出を実行しないか又はいずれの長さのフリーズ演
出を実行するかの決定を、持ち越し役に入賞可能な状態が持ち越されている遊技において
実行するように形成されていることを特徴とする請求項２記載の遊技機。
【請求項４】
　各回転リールを回転させるためのものであって各回転リールにそれぞれ対応して設けら
れているステッピングモータと、
　各回転リールの所定位置にそれぞれ設けられている検知片と、
　各回転リールに設けられた検知片が各回転リールの回転に伴って通過するのを検知する
ためのものであって各回転リールにそれぞれ対応して設けられている検知手段とを備え、
　回転位置情報取得手段は、回転リールの操作位置情報として、対応する検知手段により
検知片が検知されてから対応するストップスイッチが操作されるまでの間における対応す
るステッピングモータのステップ数を取得するように形成されていることを特徴とする請
求項１、２又は３記載の遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　しかし、従来の遊技機では、中断から所定時間経過や停止ボタンの操作が所定回数に達
したことなどを契機に、一時的に無効した操作を有効にするようにしていた。このため、
操作が一時的に無効にされてから有効になるまでの時間に変化が乏しかった。
　そこで、本発明は、ストップスイッチが操作された際における対応する回転リールの回
転位置に係る情報である操作位置情報を取得し、取得した操作位置情報を記憶し、記憶さ
れている操作位置情報に基づいて、フリーズ演出に係る制御を行うことにより、フリーズ
演出の態様が、ストップスイッチの操作タイミングに依存して種々に変化するようにして
、フリーズ演出が単調にならなようにした遊技機を提供することを目的とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　（請求項１）
　請求項１記載の発明は、遊技機に係るものであって、周囲に複数の図柄が付されている
複数の回転リール45と、各回転リール45の回転を開始させるためのスタートスイッチ33と
、各回転リール45の回転を停止させるためのものであって各回転リール45にそれぞれ対応
して設けられているストップスイッチ34と、スタートスイッチ33の操作を契機に複数の役
のいずれかに当選か又はハズレかの抽選を行うための役抽選手段110と、役抽選手段110の
抽選結果と各ストップスイッチ34が操作された際における対応する回転リール45の回転位
置とに基づいて各回転リール45の停止制御を行うための停止制御手段130と、すべての回
転リール45の回転が停止した際における図柄の組み合わせに基づいて複数の役のいずれか
に入賞か又は入賞なしかの判定を行うための入賞判定手段120と、ストップスイッチ34が
操作された際における対応する回転リール45の回転位置に係る情報である操作位置情報を
取得するための操作位置情報取得手段140と、操作位置情報取得手段140が取得した操作位
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置情報を記憶するための操作位置情報記憶手段150と、遊技の進行に係るいずれかの操作
を契機にその次に行われる操作を一定時間無効にする演出であるフリーズ演出に係る制御
を行うためのものであって操作位置情報記憶手段150に記憶されている操作位置情報に基
づいてフリーズ演出に係る制御を行うフリーズ演出制御手段160とを備えていることを特
徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　（請求項２）
　請求項２記載の発明は、請求項１記載の発明を限定したものであって、フリーズ演出制
御手段160は、操作位置情報記憶手段150に記憶される操作位置情報に対応して、フリーズ
演出を実行しないか又はいずれの長さのフリーズ演出を実行するかをそれぞれ定めたフリ
ーズ演出判定テーブル161と、操作位置情報取得手段140により取得されて操作位置情報記
憶手段150に記憶されている操作位置情報とフリーズ演出判定テーブル161とを照合して、
フリーズ演出を実行しないか又はいずれの長さのフリーズ演出を実行するかを決定するた
めのフリーズ演出決定手段162と、フリーズ演出決定手段162がフリーズ演出を実行すると
決定したときに、フリーズ演出決定手段162が決定した長さの時間だけ、フリーズ演出を
実行するためのフリーズ演出実行手段163とを備えていることを特徴とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　（請求項３）
　請求項３記載の発明は、請求項２記載の発明を限定したものであって、役抽選手段110
による抽選でひとたび当選すると、入賞するまで入賞可能な状態が持ち越される役である
持ち越し役が設けられ、フリーズ演出決定手段162は、フリーズ演出を実行しないか又は
いずれの長さのフリーズ演出を実行するかの決定を、持ち越し役に入賞可能な状態が持ち
越されている遊技において実行するように形成されていることを特徴とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　（請求項４）
　請求項４記載の発明は、請求項１、２又は３記載の発明を限定したものであって、各回
転リール45を回転させるためのものであって各回転リール45にそれぞれ対応して設けられ
ているステッピングモータと、各回転リール45の所定位置にそれぞれ設けられている検知
片と、各回転リール45に設けられた検知片が各回転リール45の回転に伴って通過するのを
検知するためのものであって各回転リール45にそれぞれ対応して設けられている検知手段
とを備え、回転位置情報取得手段は、回転リール45の操作位置情報として、対応する検知
手段により検知片が検知されてから対応するストップスイッチ34が操作されるまでの間に
おける対応するステッピングモータのステップ数を取得するように形成されていることを
特徴とする。
【手続補正７】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　ここで、請求項１ないし３記載の発明における「操作位置情報」としては、例えば、「
対応するストップスイッチ34が操作された際に中入賞ライン上に位置する図柄の図柄番号
」や、「対応する検知手段により検知片が検知されてから対応するストップスイッチ34が
操作されるまでの間における対応するステッピングモータのステップ数」などがある。
　また、「操作位置情報取得手段140」は、複数の回転リール45のうち、左リール46や中
リール47や右リール48など、特定の回転リール45の操作位置情報のみを取得するようにし
てもよく、また、対応するストップスイッチ34が最初に操作された回転リール45（最初に
停止操作が行われた回転リール45）の操作位置情報のみを取得するようにしてもよく、ま
た、対応するストップスイッチ34が最後に操作された回転リール45（最後に停止操作が行
われた回転リール45）の操作位置情報のみを取得するようにしてもよく、また、各回転リ
ール45の操作位置情報をそれぞれ取得するようにしてもよい。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　また、「操作位置情報記憶手段150」は、操作位置情報取得手段140が各回転リール45の
操作位置情報をそれぞれ取得する場合には、各回転リール45の操作位置情報をそれぞれ別
個に記憶するようにしてもよく、また、各回転リール45の操作位置情報を合算して記憶す
るようにしてもよい。
　また、操作位置情報記憶手段150は、操作位置情報の記憶を、２回の遊技にわたって保
持するようにしてもよく、また、３回以上の任意の回数の遊技にわたって保持するように
してもよい。また、操作位置情報記憶手段150が操作位置情報の記憶を２回の遊技にわた
って保持するようにすると、前回の遊技におけるストップスイッチ34の操作のタイミング
を、今回の遊技におけるフリーズ演出に反映させることができる。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　本発明によれば、ストップスイッチが操作された際における対応する回転リールの回転
位置に係る情報である操作位置情報を取得し、取得した操作位置情報を記憶し、記憶され
ている操作位置情報に基づいてフリーズ演出に係る制御を行うことから、フリーズ演出の
態様が、ストップスイッチの操作タイミングに依存して変化するので、フリーズ演出が単
調にならない遊技機を提供できる。
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